
多言語案内ロボットの施設利用と
実証実験結果について

内容・特徴

音声会話機能を持つ案内ロボット と大型ディスプレイを活用し、
無人運用を目的とした東京の観光案内ロボットを実現した。都庁舎で
の実証実験結果と、案内対話に必要とされる要件について述べる。

❶無人運用が可能な対話シナリオ設計指針

❷自発話キャンセルによる対話の応答性向上

❸多言語（日英中韓）での案内ロボット活用

従来技術に比べての優位性

予想される効果・応用分野

❶公共施設等への案内ロボットの導入

❷一問一答を超えた多段会話への拡張

❸宿泊施設等でのインバウンド対応

提供できる支援方法

 共同研究

 技術相談

 オーダーメード開発支援

 知財関連

特願
名称：音響信号処理装置、音響信号処理方法、音響信
号処理プログラム、及び、音響信号処理プログラム

 文献・資料

佐々木他： ミドルウェアによる先導案内ロボッ
トシステムの開発

知財関連の状況、文献・資料

共同研究者 鈴木薫、村上真之、中村佳雅、佐々木智典（ロボット開発セクター）

ロボット開発セクター 武田 有志
：

○対話シナリオは、音声およびタッチパネ
ルを通じて、対話により観光スポットの条
件 大 中分類、地域、名称 を確定し、そ
の内容を説明する。大型ディスプレイには
ロボット動作と同期して情報が提示される。
○案内コンテンツは東京の観光スポット

約 件×日英中韓 言語 からロボット
の読み上げに適した説明文書、検索条件の
キーワードが機械的に抽出、生成される。
○実証実験 図 の結果「旋回運動による
提示促し」「多段会話による絞込み」「ロ
ボットからの問い掛け」「自発話キャンセ
ル」等の機能強化を図り、初めての利用者
でも使用可能なレベルに到達した 図 ）。

図 都庁舎第一本庁舎 階
南展望室での実証実験の様子
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図 利用者数と観光スポットの提示回数

月 日 ： ～ ：
中 階 東京イノベーションハブ

TIRI クロスミーディング 2018 概要集

｜　46　｜

ロ
ボ
ッ
ト

7月13日 16:00～16:20
中2階 東京イノベーションハブ

-719561_地方行政法人東京都立産業技術研究センターTIRIクロスミーティング 概要集cc2017.indd   46 2018/06/28   9:33


